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   クラブ会長主題 中山 順博 

 

クラブ役員及び各委員長 

会長 中山順博 メネット会長 時任かな子 

副会長 志垣英海 地域奉仕・環境委員長 金澤知徳 

〃 湯田裕憲 ＥＭＣ委員長 上村眞智子 

書記 柏原芳則 Ｙサ・ユース委員長 蠣原郁子 

〃 湯田裕憲 ファンド委員長 時任幸四郎 

会計 堀川和幸 交流委員長 伊瀬知真由美 

〃 野村憲一 ドライバー委員長 志垣英海 

〃 古閑恵子 ウェルネス委員長 山田芳之 

監事・会計監査 由富章子 広報・ブリテン委員長 森博之 

事務局 仲井裕司 担当主事 加藤泰文 

〃 前田香代子 直前会長 中山順博 
          

３月例会記録 ニコニコファンド 

在籍会員数 33名 メネット 2名 
 3月例会 - 

例会出席 16名 ゲスト 1名 

メーキャップ 2名 ビジター  
累計 \67,165 

出席率 54.5％ コメット  

 

立野 泰博  

マルコ  12:40 

見せかけの長い祈りをする。 

 

ある会社員から、上司から商品の販売企画書の提出を求めら

れたときの話を聞きました。彼は充実した企画書をつくろう

と、細かいデータを集め、説明文書をたくさん作る事に時間を

かけました。それで期日までに企画書の提出ができませんでし

た。 

上司に「あと２，３日時間をください」とお願いしたところ

「仕事の締め切り時間は絶対。できているところで持ってこ

い」と怒鳴られたそうです。結局、全体の流れのポイントだけ

書き、ラフな状態の文章で提出したそうです。すると「いい企

画で、提案内容、ポイントがわかった。これで十分」とほめら

れたそうです。説明文も長ければいいというものではありませ

ん。「何が言いたいか。何がポイントか」ということです。 

イエスは、律法学者への批判に「見せかけの長い祈り」をあ

げておられます。祈りは長く祈ればきかれるというものではあ

りません。祈るときも、「何が祈りたいか」「ポイントは何か」

をつねに考えて簡潔に祈ることが必要です。相手にわかっても

らうために「くどくど話す」のは逆効果だということは会議で

もわかりますよね。 

～L.L.ジェーンズとジェーンズ邸～ 
L.L.ジェーンズは、熊本バンドのメンバーをはじめ、

多くの優秀な若者を世に送り出しました。ジェーンズ
ワイズメンズクラブは、L.L.ジェーンズの献身的な奉
仕の業と功績に敬意を表し、その名を冠に戴いた社会
奉仕団体です。 
2016年4月の熊本地震でジェーンズ邸は全壊しまし

たが、復元整備に向けた取り組みを応援しています。 

国 際 会 長 主 題  “Y’s Men wjth the World“世界とともにワイズメン／Kim Sanche（韓国） 

アジア太 平 洋 地 域 会 長 主 題  “Make a difference beyond the 100th“ 
100 年を越えて変革しよう／OHNO Ben Tsutomu（大野勉・神戸ポート） 

西 日 本 区 理 事 主 題  “Challenges for the future“未来への挑戦 

 副題「羽ばたこう！2022 年ワイズ 100 周年に向かって！」／新山兼司（京都トップス） 
九 州 部 部 長 主 題  “With great love for the little things. And towards the future…  

「小さなことにも大きな愛を込めて。そして未来へ」／森律子（八代） 

今月の聖句  

NO.483 

      

   

 

日時：2022年4月12日（火） 

  会場：ホテルキャッスル 

司会：森博之ワイズ 

 

１ 開会宣言・点鐘  中山会長 

２ ワイズソング「いざたて」 全員 

３ 会長挨拶   中山会長 

４ ゲスト・ビジター紹介 

５ ハッピーバースデー＆アニバーサリー 

６ 食前感謝   立野ワイズ 

～食事～ 

７ 会員卓話 

ＥＭＣ推進のために 

中山順博 会長 

上村眞智子 ＥＭＣ委員長 

８ 「なごりはつきねど」   全員 

９ 閉会宣言・点鐘  中山会長 

 

＜ハッピーバースデー＞ 

柏原芳則  １０日  湯田裕憲  ３０日 

田中智恵  １７日  清田弘子  ２７日 

堤明子   ３０日 

 

＜ハッピーアニバーサリー＞  

蠣原郁子・岩生    ４日 

柏原芳則・由美子  １６日 

前田香代子・豊   ２２日 

 

CHARTERED 1987 

４月強化月間 ＲＢＭ 
国際統一事業、マラリア撲滅にご理解、ご協力、ご支援

をお願いします。 

河原正浩 地域奉仕・環境事業主任(京都トップスクラブ) 

 

Restart 
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副実行委員長 森 博之 

今期６月に岡山で開催される第２５回西日本区大会

が間近になってきました。新型コロナ対策で準備も大

変だと伺っていますが、次期、2023 年 6 月の第 26

回大会は、いよいよ熊本での開催となります。 

熊本開催に向けては、昨年末から実行委員会を立ち

上げて準備に取り掛かかり、年明けの１月には大会キ

ャッチコピーを『ワイズよかばい！きなっせ熊本』に

決定、２月には大会アピールのためのチラシ案が示さ

れて、第１報チラシも作成して、今後、研修会や周年

行事、各部部会など様々な会合で周知していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ、今般の新型コロナの状況は感染収束には程遠

く、次期会長・主査研修会はオンラインでの開催、今期

の岡山大会は 6 月 11 日（土）だけ１日のみの開催と

なりました。また、熊本大会の実行委員会もオンライン

開催が続いており、大会に向けた在熊各クラブの意識

には温度差も感じられます。 

そこで、対面での意見交換などを通して大会への機

運醸成をしたいという、田上次期理事の強い思いを踏

まえて、会場等は目下、調整中ではありますが、4 月

15 日（金）に、決起集会を開催します。 

皆で、『ワイズよかばい！きなっせ熊本』と、声高ら

かに発声したいと思いますので、ジェーンズクラブか

らも大勢の参加をどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 
担当主事 加藤 泰文 

１．【学院】熊本 YMCA学院 入学式 

熊本 YMCA学院本科において、4月 4日（月）、く

まもと森都心プラザホールにおいて入学式が行われま

した。新型コロナウィルス感染拡大防止のため、新入

生・保護者・職員のみの開催となりましたが、131 名

の新入生を向かい入れ、新たな門出をお祝いいたしま

した。新入生の代表挨拶では、「自分の行動を決める決

断力を身につけたい」と希望に満ちた力強いメッセー

ジを発信してくれました。新入生のみなさんの自己実

現に向けた支援を全力でサポートいたします。11 日

（月）より前期授業がスタートいたします。 

日本語科におきましては、4 月 14日（木）に予定し

ております。入国制限の緩和により、徐々に留学生も熊

本入りしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時：４月 9日（土）10:00集合 

場所：熊本 YMCA 本館前 
 
 

第 26 回西日本区大会 
実行委員会だより 
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書記：柏原 芳則 
日時：2022 年 3 月 25日（金）19:00～21:30 
場所：YMCA 本館 ＆ Zoom 
出席者：中山会長、上村、仲井、甲斐、森、蠣原、柏原、

千代盛、吉本、堀川、小堀、前田、塚田メネッ
ト、時任、時任メネット、加藤連絡主事 
ZOOM：古閑、伊瀬知、山田敏明ワイズ（ゲス
ト：十勝クラブ）       合計 19名 

      
＜連絡報告＞ 
１ 3月例会（3/25） 

出席者、メン 16 名、メネット 2 名、ゲスト 1 名、 
合計 19名 
第１例会は会長挨拶の後、山田敏明ワイズ（十勝ク
ラブ）からの卓話、自己紹介の後、地域奉仕として
のジャガイモファンドや十勝の話、牛乳の現状やワ
イズの今後の展望の後、ご当地クイズで 10 問中 6
問正解者以上に賞品あり。その後、第２例会を開催。 

２ 第 3 回九州部評議会・YYY フォーラム（3/6） 
次次期九州部部長に熊本にしクラブ中西ワイズ選出、
YYY フォーラムでは彦根シャトークラブ川口主任
の話しや小集団でのディスカッションタイムあり。 

３ 第 6 回西日本区大会実行委員会（3/14） 
次期西日本区大会のチラシが出来上がり、次期会長
主査研修にて配布、4 月の実行委員会の週末 15 日
（金）に決起集会あり。 

４ 次期会長・主査研修会 
3 月 12日（土）Zoomでの 1日のみの開催。 

５ YMCA学院日本語科卒業式 
蠣原ワイズが会長代理で出席、3 人の留学生に奨学
金を渡した。 

６ 熊本 YMCA春の会員交流会 
 ３月 13 日（日）オープンハウス開催。 

 
＜行事確認＞ 
別紙レジメの通り 
 
＜協議・確認＞ 
１ 4月例会について：承認 

4 月 12日（金）、ホテルキャッスルで行う。 
２ 5月、35周年記念例会について：承認 

記念卓話の黒田孔太郎氏は日程確認済み。 
他クラブへもアピールする。ブリテンは記念誌とし
て発行する。 

３ 35周年記念ブリテンについて：承認 
祝辞は西日本区理事、九州部部長、ＹＭＣＡ総主事
へ依頼。表紙を会長挨拶とし、メンバー全員からも
100～200 字程度で掲載予定。 
ゴールデンウィーク前の締め切りで予定しているの
で期日厳守でお願いしたい。 

４ 第 25 回西日本区大会参加者登録：承認 
クラブ単位での登録なので吉本ワイズに取りまとめ
してもらう。 

５ 西日本区年次代議員会議案・協議事項：承認 
あったら 4月 9日までに提出する。 

６ 西日本区各種献金：承認 
別紙にて報告、全ての献金に１００％達成。 

７ 西日本区大会メモリアルアワー追悼原稿：承認 
故神保ワイズ、写真は加藤連絡主事、追悼文は上村
ワイズに依頼。 

８ ウクライナ緊急支援金について：承認 
ファンド会計より西日本区へ 10 万円の支援金提供。 

 

９ 花見について 
４月 9 日（土）、山田ワイズと仲井ワイズで取りま
とめ実施。 

１０ ３月卓話の山田敏明ワイズへのお礼 

  通常の卓話のお礼として何かお送りする。 
 

＜その他＞ 
１ 次期区書記動向報告 

４月は 11 日（月）実行委員会、１５日（金）決起
集会。 

２ ＹＭＣＡより 
春の会員交流会、学院模擬挙式に挑戦など。 

３ 宮崎クラブのサポートについて 
来年２０周年なので機会を作って宮崎訪問する。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

第２例会報告 

４月 行事予定 

４月１２日（火）４月例会（ホテルキャッスル） 

４月１９日（火）ジェーンズ役員会（Zoom） 

４月２２日（金）ジェーンズ第２例会（YMCA本館） 

４月１５日（金）次期西日本区大会決起集会 

４月１３日（水）・２７日（水）京都トゥービー例会 

５月２７日（金）熊本ＹＭＣＡ会員大会（本館） 

６月１１日（土）第２５回西日本区大会（岡山市） 

ワイズソング♪ 
 

いざたて 

 １．いざたて 心あつくし 手を挙げ 誓いあらたに 

   われらの モットー守る ふさわしその名ワイズメン 

   絶えせず めあて望み この身を 捧げ尽くさん 

 ２．歌えば 心ひとつに ともがき ひろがり行きて 

   遠きも 近きも皆 捧げて 立つやワイズメン 

   栄と 誉れ豊か まことは 胸にあふれん 

 

なごりはつきねど 

  なごりはつきねど 集いは果てぬ 

  今日ひと日の幸 静かに思う  

  むーーーーーむーーーーー 

 

ＹＭＣＡの歌 

 １．若人の あつきいのりは 百年の歴史をつづる 

   とこしえの のぞみにもえて さかえあり 

   ＹＭＣＡ われらまた こぞりて起たん 

 ２．開拓の みむねかしこみ 福音のみ旗は進む 

   地のはての 国々までも ひかりあり 

   ＹＭＣＡ われらまた 勇みて行かん 

 ３．民族の へだてとりさり 手をつなぎ一つとなりぬ 

   もろともに 心合わせて みのりあり 

   ＹＭＣＡ われらまた 誓いて勝たん 

 

熊本ＹＭＣＡの歌 

１． 森の都の朝ぼらけ 有明波のなぐところ 

み神の愛といさおしを 称えて集う若人の 

心に響くときの声 目覚めて今ぞ 立ち上がれ 

ＹＭＣＡ こぞれりここに 
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ウクライナ支援緊急募金 
ウクライナYMCAが行う爆撃地や攻撃を受ける可能性のある
居住地域から国内避難する人々への支援活動のために、ジェ
ーンズクラブからも募金しました。熊本YMCAでは随時受け
付けていますので、ご協力をよろしくお願いします。 
 

３月例会  

次は、熊本に行って    十勝クラブ 山田敏明ワイズ 
日頃より十勝クラブのジャガイモファンド事業にご協力頂き、クラブ

会長に代わって、感謝申し上げます。 
熊本ジェーンズクラブの３月例会の卓話を、クイズを織り込みながら

させて頂き、ありがとうございました。このような機会を得ることによっ
て、日頃考えていることが整理できたり、またちょっと調べたりして、前
向きになることができました。 
今、アジア太平洋地域（ＡＳＰ）の事業主任をさせてもらっていますが、

ＡＳＰ書記の前田香代子ワイズに大変お世話になり、実質まかせっぱな
しです。ですから、前田ワイズから、今回の機会を頂いた時、返事は「は
い」か「YES」でした。本来であれば、熊本まで出向いて、懇親も含めて
いきたい気持ちで一杯でしたが、このコロナ禍の中、時期尚早ということ
でＺＯＯＭ方式にて行わせていただきました。 
少しでも、十勝ワイズや、十勝の地方性、酪農の事情に関心を持っていただく事が出来ましたら嬉しい限りで

す。尚、お約束させて頂きました「よつ葉乳製品」は、クイズ成績上位６名様にお送りする手配をしました。ゴ
ールデンウィーク頃の発送となりそうです。 
最後になりますが、２０２４年６月には、第２７回東日本区大会が十勝・帯広の地で開催する予定ですので、

是非皆様の御来勝をお待ちしています。 
今後とも、熊本ジェーンズクラブのご発展をお祈りし、素晴らしいワイズメンの交流が続きます様お願いいた

します。ありがとうございました。 
 
 
今年のクリスマス例会は感染対策が十分出来ている会場ということで、昨年に続いてホ

テルキャッスルで開催されました。 
第一部はメンバーの立野牧師によるクリスマス礼拝。立野メネットによる奏楽で厳かに行わ

れました。立野牧師が在籍されている広島ルーテル教会で始められた子ども食堂のお話も伺う
ことが出来ました。子どもたちに限らず誰でも来ていただいて、大変盛況とのことでした。 
第二部はクリスマス食事会、と言ってもアルコールは少々。ハンドベルの演奏は留学生や

メンバーも大苦戦でとても盛り上がりました。蠣原ワイズから焼いていただいたカップケー
キによる抽選会では豪華景品が次々に当たり、外れた方にもプレゼントが用意してあり皆さ
ん大満足。加えて来てくれたコメット、孫メットにはクリスマスプレゼントも振舞われて大
喜びだったようです。 

 

十勝クラブの皆さん（フェイスブックから） 


